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－１－ 

し
め
縄
作
り
に
挑
戦(

徳
重) 

 

子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て

昨
年
末
の
十
二
月
十
八
日
に
し

め
縄
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た

ち
ま
で
約
六
十
人
が
集
ま
っ

て
、
公
民
館
内
は
大
賑
わ
い
。

初
め
て
の
経
験
は
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
大
人
も
夢
中
に
な

っ
て
挑
戦
し
、
立
派
な
し
め
縄

が
で
き
ま
し
た
。 

毎
年
の
伝
統
行
事
（冨
地
原
） 

 

冨
地
原
区
は
、
区
の
行
事
と
し

て
毎
年
年
末
に
し
め
縄
を
作
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
十
二
月
三

日
は
、
絶
好
の
お
天
気
で
青
空

の
下
、
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
十
二
人
の
子
ど
も

た
ち
も
全
員
参
加
で
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

き
っ
と
良
い
お
正
月
が
迎
え
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

楽
し
い
昔
の
遊
び(

陵
厳
寺) 

 

陵
厳
寺
区
は
、
毎
年
活
発
に

世
代
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
昨
年
十
一
月
三

日
に
区
の
公
民
館
で
竹
と
ん
ぼ

や
竹
馬
、
お
手
玉
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
陵
厳
寺
区
は
、
手
作

り
名
人
が
多
く
、
教
わ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
上
手
に
竹
馬
や
竹

と
ん
ぼ
を
作
り
ま
し
た
。
作
っ

た
作
品
で
遊
ぶ
の
も
楽
し
く
、

大
人
も
子
ど
も
に
か
え
っ
た
ひ

と
と
き
で
し
た
。 

祭
り
を
盛
り
上
げ
る(

葉
山) 

 

昨
年
十
月
二
十
二
日
の
葉
山

祭
り
で
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、

く
ね
く
ね
へ
び
と
紙
テ
ー
プ
の

こ
ま
を
作
り
ま
し
た
。 

 

赤
間
地
区
内
の
世
代
交
流
事

業
の
実
情
は
、
自
治
区
に
よ
っ

て
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
り
ま

す
。
新
し
い
団
地
で
は
、
活
発

に
世
代
交
流
を
行
う
ま
で
に
至

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

健
康
福
祉
部
会
は
、
昨
年
度

に
作
成
し
た
「
つ
く
っ
て
遊
ぼ

う
」
テ
キ
ス
ト
を
皆
さ
ん
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
道

具
を
買
い
揃
え
て
い
ま
す
。
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

作った竹馬に乗ってみました 

平
成
十
七
年
の
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
赤
間
地
区
内
の
自
治
区
で
行

わ
れ
た
世
代
交
流
事
業
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

名人は上手ですね 

熱心に教わっています 

こうやって作るんだよ。 
    （やさしい先生） 
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昨
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

十
四
時
か
ら
、
健
康
福
祉
部
会

主
催
の
「
認
知
症
は
病
気
で
す
」

の
講
演
会
を
働
く
女
性
の
家
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
八
十
名
を
超
え
る

方
の
参
加
が
あ
り
盛
況
の
う
ち

に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

講
師
は
、
看
護
大
学
の
原
等

子
先
生
で
し
た
。
先
生
は
、
認

知
症
は
「
成
人
期
に
い
た
る
間

に
『
大
人
』
と
し
て
成
熟
し
、

発
達
し
て
き
た
知
能
が
、
何
ら

か
の
脳
機
能
障
害
の
た
め
に
著

し
く
低
下
し
、
特
に
記
憶
力
、

理
解
力
、
判
断
力
等
が
弱
く
な

り
、
徐
々
に
自
立
し
た
生
活
が

困
難
に
な
る
症
状
」
と
特
徴
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
認
知
症
は
、

現
在
約
一
七
〇
万
人
、
十
年
後

に
は
二
五
〇
万
人
、
二
十
年
後

に
は
三
二
三
万
人
と
予
想
さ
れ

て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
認
知
症
は
、「
脳
の

廃
用
性
萎
縮
」
で
脳
の
活
性
化

訓
練
が
大
切
と
話
さ
れ
、
予
防

に
は
、
「
あ
か
る
く
、
頭
を
使
っ

て
、
あ
き
ら
め
な
い
」
生
き
方

で
、
日
常
の
生
活
で
は
、
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
、
趣
味
、
家
事
、

畑
作
業
、
日
記
を
書
く
、
散
歩
、

新
聞
を
朗
読
す
る
な
ど
「
生
き

が
い
づ
く
り
」
・
「
仲
間
づ
く

り
」
・
「
役
割
づ
く
り
」
が
大
切

な
こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

物
忘
れ
の
激
し
い
こ
と
を
年
の

せ
い
だ
と
放
っ
て
置
か
な
い

で
、
積
極
的
に
食
い
止
め
る
た

め
に
頭
の
体
操
な
ど
も
さ
れ
た

ら
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
し
、
家
族
の
方
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
馬

鹿
に
し
な
い
こ
と
（
呆
け
て
い
る
と
常
に
い
わ
な

い
こ
と
）
年
の
せ
い
だ
か
ら
と
放
っ
て
お
か
な
い

で
、
優
し
く
接
す
る
、
ガ
ミ
ガ
ミ
怒
ら
な
い
、
認

め
て
、
褒
め
て
楽
し
く
過
ご
す
、
さ
び
し
く
さ
せ

な
い
、
一
緒
に
行
動
す
る
等
が
大
事
と
も
話
さ
れ

ま
し
た
。 

 

原
先
生
は
、
最
後
に
「
認
知
症
の
詩
」
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

講
演
会
が
終
わ
っ
て
、
四
人
の
方
が
次
々
と
質

問
さ
れ
ま
し
た
。
会
が
終
わ
っ
て
も
原
先
生
に
個

別
に
相
談
さ
れ
る
な
ど
認
知
症
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
こ
の
講
演
会
を

待
っ
て
い
た
、
今
日
の
講
演
会
は
よ
か
っ
た
」
と

参
加
さ
れ
た
方
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

原 等子先生 

も
う
ひ
と
つ
の
詩 

私
は
す
べ
て
を
失
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

き
っ
と
お
か
し
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
お
か
し

な
格
好
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

で
も
、
お
願
い
で
す
。
陰
で
笑
っ
た
り
、
自
分

ひ
と
り
だ
け
で
、
仲
間
同
士
だ
け
で
笑
わ
な
い

で
。 

私
に
も
笑
っ
て
い
る
訳
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

き
っ
と
私
も
笑
い
の
仲
間
に
入
り
、
一
緒
に
お

か
し
む
で
し
ょ
う
。 

だ
っ
て
、
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
、
私

に
も
わ
か
る
か
ら
。 

今年も勝屋酒造の蔵開きに合わせて赤間宿

まつりを赤間地区コミュニティ運営協議会が

勝屋と協同で開催いたします。 

勝屋さんでは、搾り立てのお酒と甘酒、試飲

や蛇の目グイ呑みのプレゼン ト、奈良漬・酒

米あられ、酒饅頭の即売、酒造りの工程見

学、椿･ひな人形の展示が実施されます。 

赤間地区コミュニティ運営協議会では、１９

日にフリーマーケットで野菜やお米、陶器な

どの即売店、ラーメン、ビール、焼き鳥、コン

ニャク等のお店、赤間地区の各自治会から

のど自慢、踊り自慢と赤間太鼓、看護大学

生のエイサーや教育大学生のソーラン節、

また、書道、絵画、写真などの展示も合わせ

て予定しています。 

楽しい赤間宿まつりにみなさんのご参加を！ 
勝屋の蔵開 き(18･19

日)に合わせて赤間商店

通りで開催！ 



 
 
 

                                

                                

                                

                            

 
 
 
日 曜 行      事 

1 水  

2 木  

3 金  

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水  

9 木  

10 金  

11 土 建国記念の日 

12 日  

13 月  

14 火 ストレッチ体操（赤間地区ヘルス推進員） 

15 水  

16 木  

17 金  

18 土 

19 日 

勝屋蔵開き・赤間宿まつり（19 日のみ） 

２日間で２万人以上の方が来訪する 大きなまつりです。 

20 月  

21 火  

22 水  

23 木  

24 金  

25 土 赤間小学校  赤間っ子まつり 

26 日  

27 月  

28 火  

 

－３－ 

ワークショップ開催のお知らせ 

開催日 平成１８年１月２２日（日） 

時 間 9：30～11：30（受付 9：20） 

場 所 働く女性の家 

（別室にて託児あり、事前申込み不要） 

主催：青少年育成部会 

「あなたのことが大好き。とても大切な

存在」と温かく包み込む言葉がけ。あな

たは、一日に何回、伝えていますか？「素

敵な魔法の言葉」をおしえます。ＣＡＰ

（子ども虐待防止プログラム）で楽しく

学びましょう。 
（H17.12.13の朝日新聞に掲載されたＣＡＰ

グループが講師です。） 

 

 

 

「睡眠時無呼吸症候群について」 

講 師：赤間病院 心療内科専門医 

    棚橋 徳成 先生 

日 時：１月２８日（土）午後３時～ 

場 所：赤間病院 ４階会議室 

※参加は無料です。お気軽にご参加ください。 

  【問合せ】赤間病院 ℡：0940-32-2206 

ストレッチ体操 

寒い季節、ゆっくりと身体を動か 

してみませんか？ 

皆様の参加をお待ちしています。 

日  時：２月１４日（火） 

     10：00～12：00 

     9：30 受付 

場  所：働く女性の家 

講  師：宗像ﾕﾘｯｸｽｱｸｱﾄﾞｰﾑ 

     運動指導士 

＊動きやすい服装でお越しください。 

あかまなかよしサロン 

日 時：平成１８年１月１９日（木） 

    10：00～12：00 

場 所：赤間公民館 大広間 

対 象：0～3 歳児の親子 

＊申込みは必要ありません。 

＊あたたかいぜんざいを用意してい

ます。 

子どもたちのグループ発表をはじ

め、赤間太鼓、福岡教育大学生によ

るソーラン節、子ども劇団のステー

ジがあります。 

また、フリーマーケットやイベント

（もちまき・ﾋﾞﾝｺ ｹ゙ﾞｰﾑ）も予定し

ています。〔詳しくは次号で掲載〕 

楽しいまつりにしようと

張り切っています。多く

の住民の皆さんのご参加

をお待ちしています。 

参加費は無料です。お気

軽にご参加ください。 



                               

                               

                               

                               

                               

－４－ 

編
集
後
記 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 

新
し
い
年
を
迎
え
、
ま
た
寒

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
城
山

の
頂
上
付
近
は
雪
で
白
く
お

化
粧
を
し
て
、
事
務
室
か
ら
き

れ
い
に
見
え
ま
す
。
今
年
は
、

城
山
か
ら
も
初
日
の
出
が
見

え
た
そ
う
で
、
な
ん
だ
か
と
っ

て
も
良
い
年
に
な
り
そ
う
！ 

 

今
年
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局 

宗像市消費者センターからの 

《作 り 方》 

① 玉ねぎ、人参、じゃがいもは角切りにする。 

② ベーコンを１ｃｍのせん切りにする。 

③ なべに油を入れ熱し、ベーコンと玉ねぎ、人参、じゃが

いもを炒める。 

④ ③のなべにトマトジュース、水、コンソメ、ゆで大豆・ロ

ーリエを入れて野菜が柔らかくなったら、塩、こしょうで

味を調える。  （健康福祉部会  食生活改善推進）会） 

《材 料》（４人分） 

玉ねぎ  １個（150ｇ） 

人参  １本（120ｇ） 

じゃがいも ２個（200ｇ） 

ゆで大豆 60ｇ 

ベーコン  ２枚（40ｇ） 

油  小さじ１ 

トマトジュース 400ｃｃ 

水  200ｃｃ 

コンソメ  ２個 

塩・こしょう 少々 

ローリエ  １枚 

相談 Ⅰ 

携帯電話に送られてきた広告メールを

クリックしたら、突然登録になったので

すぐ切った。１ヵ月後に「１日５００円

の延滞料と手数料や調査費など４５万

円を払え、支払わなければ家まで行く。」

と怖い電話がかかってきた。   

       （小学校６年生 女子） 

                                    

相談 Ⅱ 

友人から無料のサイトがあると聞いて、

家の電話からフリーダイヤルでかけた。

テープが流れ始めたので慌てて切った。

３日後５万円払えと男から電話があっ

た。     （中学校２年生 男子） 

アドバイス  
いずれの相談も契約として成立していないの

で支払う必要はありません。架空請求や不当

請求の被害が、大人だけではなく、小・中学

生にまで広がってきています。中には、貯め

た小遣いから、親に内緒で振り込んだという

例もあります。ほとんどが数十万円と請求金

額が多く、親にも言えずに一人で悩み、食欲

がなくなったり学校を休むなど、子供にとっ

てはとても大きな心の負担にもなってしまい

ます。未成年者の契約は取り消しもできます

し、このような有料サイトの請求はほとんど

の場合、支払う必要のないものです。トラブ

ルに巻き込まれたら、早めに消費者センター

に連絡してください。 
 

 

４５万円を払え！！

家に回収に行く！！ 
宗像市消費者センター 

ＴＥＬ ３３－５４５４ 

ＦＡＸ ３３－５４６９ 

 寒い冬に根菜

たっぷりのあっ

たかいスープは

いかが？ 


